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高
幡
不
動
　
大
日
堂

　
梅
雨
の
晴
れ
間
、
写
生

会
で
高
幡
不
動
を
訪
れ
た
。

平
安
時
代
初
期
創
建
の
古

刹
だ
。

　
紫
陽
花
祭
り
で
平
日
な

の
に
沢
山
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
た
。
他
の
数
組

の
写
生
会
が
紫
陽
花
の
前

を
占
領
。
僅
か
に
大
日
堂

の
前
、
大
き
な
山
紫
陽
花

が
枝
を
垂
れ
て
い
た
。

　
小
学
校
五
年
頃
、
遠
足

で
平
山
城
址
公
園
駅
か
ら
、

野
猿
峠
を
歩
き
、
こ
の
高

幡
不
動
に
下
っ
て
き
た
。

当
時
は
駅
か
ら
い
き
な
り

田
畑
。
多
摩
動
物
園
も
無

く
、
緑
豊
か
な
尾
根
で
弁

当
を
開
い
た
。

　
二
百
人
余
り
の
小
学
生

の
賑
や
か
な
隊
列
に
野
猿

は
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
。

　
入
口
の
仁
王
門
で
、
先

生
が
小
咄
。

　「
昔
泥
棒
が
入
っ
た
。
仁

王
さ
ん
が
見
つ
け
、
大
き

な
足
で
踏
み
つ
け
た
。
堪

ら
ず
泥
棒
が
屁
を
こ
い
た
。

そ
こ
で
仁
王
さ
ん
が
『
こ

れ
は
に
お
う
』・
・
・
」

先
週
は
お
休
み
し
ま
し
た

あ 

じ 

さ 

い

(

東
京
　
日
野
市
）

や  

え
ん 

と
う
げ

パロディのような民自公、そのウラには？

消
費
税
増
税
、
衆
院
可
決

　
野
田
民
主
党
政
権
は
、

自
民
、
公
明
の
云
う
ま
ま

に
、
消
費
税
増
税
法
案
、

年
金
給
付
を
下
げ
る
被
用

者
年
金
一
元
化
法
案
も
抱

き
合
わ
せ
で
可
決
。
そ
し

て
、
民
主
の
公
約
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

は
棚
上
げ
、
最
低
保
障
年

金
も
撤
回
、・
・
・

　
憲
法
25
条
に
は
「
す
べ

て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
。
国

は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
あ
る
の
に
、
社
会
保
障

を
単
な
る
負
担
の
見
返
り

と
い
う
保
険
制
度
に
変
え

る
「
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
案
」
ま
で
可
決
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
違
反

　「
普
天
間
基
地
は
国
外

へ
、
最
低
で
も
県
外
」
と

い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

破
っ
た
鳩
山
元
首
相
が

「
消
費
税
増
税
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
違
反
」
と
云
う

の
は
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
だ

が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
違
反

へ
の
国
民
の
批
判
を
痛
感

し
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
小
沢
氏
は
高
裁
で
係
争

中
の
刑
事
被
告
人
。
消
費

税
増
税
に
賛
成
し
た
ら
、

将
来
は
無
い
と
反
対
？

一
方
で
衆
院
比
例
削
減

　
民
主
は
比
例
定
数
を
40

削
減
す
る
案
も
提
出
。「
国

会
議
員
が
身
を
切
る
」
と

云
う
が
、
こ
れ
で
切
ら
れ

る
の
は
少
数
野
党
の
み
。

「
身
を
切
る
」
な
ら
政
党

助
成
金
を
切
り
、
議
員
の

歳
費
を
切
れ
ば
良
い
。
比

例
を
削
る
と
大
政
党
だ
け

の
国
会
に
な
る
。
比
例
削

減
は
あ
る
意
味
、
ク
ー
デ

タ
ー
で
は
な
い
か
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


